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 博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 
 
博士論文内容の要旨 
 本研究論文は、月経周期と筋出力の関連性を脊髄α運動ニューロンの興奮性を指
標として評価した内容であり、健康科学の研究論文に相応しい内容である。5 つの
章から構成され、第 1 章序論では先行研究の知見を網羅し、月経周期と筋出力の間
に一致した関連性が示されていない背景を整理し、研究の目的、倫理的配慮、利益
相反の開示を記載している。第 2 章では月経周期と筋出力の関連性を脊髄α運動ニ
ューロンの興奮性と月経随伴症状から評価し、本研究論文の新規性となる新しい知
見を導き出している。新しい知見とは、脊髄α運動ニューロンの興奮性を月経随伴
症状が修飾する根拠を示したことにある。月経周期の周期に関わらず月経随伴症状
が顕著になれば脊髄α運動ニューロンの興奮性と筋出力が低値を示すことである。
第 3 章では脊髄α運動ニューロンの興奮性の男女差、日差変動を捉え、男性より女
性の脊髄α運動ニューロンの興奮性の CV 値が有意に広いことを導きだした。有意
差の背景を月経周期との関連性から考察し、妥当な考案を導いた。第 4 章には総合
討論として本研究から導いた成果と意義を記載し、今後の展望に結びつけた。第 5
章は総括として 3 つの新しい知見を導いた。これらの知見から月経および月経周期
と筋出力が関連する仮説を証明し、関連性の強弱は月経随伴症状によって修飾され
るとする結語を結びとした。 
 
 
博士論文審査結果の要旨 
 研究論文は、神経生理学の基礎となる H 反射の論理に基づく研究論文である。本
研究のテーマは、女性スポーツの王道たるテーマであり、健康科学の学位論文に相
応しいテーマである。先行研究の知見を網羅し、仮説と研究背景の間に矛盾する理
論がなく、妥当でシンプルな仮説を設定している。本学倫理委員会の審査を受け、
倫理指針に沿った研究を行い、女性スポーツの領域に関する研究であったが研究作
法から逸脱する手技等は無かった。方法論としての H 波測定は、H 反射から導くエ
ビデンスと脊髄α運動ニューロンの興奮性が一致する科学的根拠基づく指標である。
月経周期は、対象者の舌下温から推定し、月経随伴症状は、MDQ を用いて数量化
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し、評価対象と指標が一致している。筋出力は、握力計と踏力計を用いて測定した
数値とし、妥当な指標である。統計の取り扱いは、統計力学の理論に基づいた手法
を用い、妥当な選択であった。結果として示された数値と統計的な分析は、再現性
を確認する検証を全ての指標で繰り返し、再現性の確保を行っている。月経周期と
筋出力の関連性および月経周期と脊髄α運動ニューロンの興奮性の関連性、これら
２つの関連性の不一致性を月経随伴症状の評価追加により解消する知見を導きだし
た。この本研究のオリジナリティーは、この知見に尽きるが、博士（健康科学）の
学位を満たす新規性を持っている。研究の一部は、ヨーロッパ・スポーツ科学会議
(ECSS)での発表を通じて優れた評価（オーラル・プレゼンテーション：査読有）を
受けている。審査において内分泌系に関する指標との整合性について検討がなされ
ていない点が指摘された。しかしながら、神経生理学の指標と内分泌系の指標を同
時に評価することの難易度の高さを鑑み、この指摘については、本研究論文の
limitation と認定した。 
